
23 No.179  2015.9 No.179  2015.9

　各
グ
ル
ー
プ
名
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、活
動
内
容
は

下
表
の
と
お
り
で
、様
々
な
企
画
が
あ
り
ま
す
。

G
LO
C
A
L

　NE
T

　WO
R
K
E
R
S

は
学
内
で
の
異

文
化
交
流
を
通
じ
て
大
学
の
活
性
化
を
目
指
し
、「
地

域
住
民
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
大
学
を
地
域
の
国
際

交
流・異
文
化
交
流
の
拠
点
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
　

　「SE
A
G
U
LL

　

RESCU
E

」は
防
災
の
視
点
か
ら

地
域
貢
献
を
行
い
ま
す
が
、小
学
生
と
い
う
、将
来
本
学

に
進
学
す
る
可
能
性
の
あ
る
世
代
を
対
象
に
し
て
い
る

点
が
ユニ
ー
ク
で
す
。

　オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
て
大
学

の
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
る
の
が

「
科
学
部
」と「
枸
杞
仁
」で
、学
部
の
学
び
を
生
か
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ユ
ニッ
ト
の「
柳
ゼ
ミ
」は
日
頃
の
学
び
を
実
践
に
移
す
べ

く
、サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
リ
ー
グ
の
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
活
用
し
て
、本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

　本
学
が
今
ま
で
行
っ
て
き
た
社
会
貢
献・地
域
貢
献

な
ど
様
々
な
活
動
の
蓄
積
を
物
語
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
学
び
を
生
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
揃
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
１
年
の
活
動

を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
成
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
で
し
ょ

う
か
。来
年
、創
立
50
年
を
迎
え
る
本
学
の
、更
な
る
活

性
化
と
存
在
感
の
強
化
に
つ
な
が
って
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲科学部のプレゼンの様子 ▲地域住民交流実施プロジェクトのプレゼンの様子

グループ名

Glocal Net Workers

地域住民交流実施プロジェクト

科学部

柳ゼミ

枸杞仁

SEAGULL RESCUE

学生チャレンジプロジェクト２０１５年度採択プロジェクト 
企画名 活動内容

学際異文化交流プロジェクト

地域住民との交流プロジェクト

オープンキャンパスの活性化
および薬学部の紹介

VISSEL≪KOBE≫GAKUIN 
UNIVERSITY ANNIVERSARY 
PROJECT

薬学生が作る食用生薬の健康茶

ちびっこBOUSAIトライアスロン

大学内での異文化交流の活性化を促進させるため、日本人学生と留学
生の交流イベントを行う。

地域で国際交流の拠点としての大学の機能を発揮させることを目標に
イベントなどを行う。

実験の実演や講演などを通じて学生がオープンキャンパスに積極的に
参加し、受験生に薬学部をよりよく知ってもらうとともに、大学の活性化
を図る。

本学がサッカーＪ１リーグのヴィッセル神戸とパートナーシップ契約を結
んでいることを活用し、コラボレーションすることで大学のブランド力を
向上させることを目的に、大学オリジナル商品の開発やホームゲームの
一日を「神戸学院ＤＡＹ」とするなどの活動を行う。

食用生薬を用いた健康茶を学生の手で開発し、オープンキャンパスや
大学祭などのイベントで配布する。さらに企業と連携し神戸学院オリジ
ナル商品として販売することも視野に入れて活動する。

ポートアイランドキャンパスにおいて地域の児童と親を対象に心肺蘇
生術やロープ結索術など災害時に役立つ知識と技術の体験学習を実
施する。

P2-P3 150903 P2-P3 150903

特 集特 集

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！！

　大
学
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
、大
学
の
活
性
化
、地
域
の
活
性
化
、社
会
貢
献
な
ど
に
つ
な
が

る
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支
援
す
る「
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
今
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。名
乗
り
を
上
げ
た
グ
ル
ー
プ
は
21
団
体
。第一次
の
書
類
審
査
に
通
っ
た
８
団
体
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
２
次
審
査
に
臨
み
、６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◀漢方に関心がある有志で漢方研究会を
　作っています

SEAGULL RESCUE
　SEAGULL RESCUEは5月に結成されたばかりの団体で、今まで防災・社会貢
献ユニットが担ってきた「防災トライアスロン」（ロープ結索や心肺蘇生法などをトラ
イアスロンのように次々に学んでいく）の活動を基盤に、各地のイベントで子どもた
ちを対象に、防災技術の実地講習を行っています。特に、今年からは、毎年、ポート
アイランドキャンパス近隣の小学生を対象に開催して、大学の地域の中での存在感
を高めようと考えています。今回、プロジェクト採択でいただいたお金で担架やパル
スオキシメーターを購入し、子どもたちに本物に触れてもらえるようにしました。
　いざという時、一次的には地域での助け合いしかありません。救急について知識
のある市民が増えることはとても大事ですし、小さい頃から防災に関心を持つこと
も重要なことです。また、子どもたちと一緒にお母さんたちも受講されるので効果
があります。子どもたちに教えるためには、私たち自身が技術を完璧にマスターし
ていることが必要ですので、週1回訓練を行っています。現在、メンバーは社会防
災学科の学生のみですが、他の学部学科の学生でも防災に関心がある方は大歓迎
ですので、ぜひご連絡ください。

　「枸杞仁」の名前の由来は、私たちが作っている健康茶の材料である生薬の枸杞
子（クコの実）と薏苡仁（ハトムギ）から来ています。「枸杞仁」は甘みのあるお茶で
他にはあまりない味です。春にポートアイランドキャンパスを中心に開かれた「未来
医EXPO」(日本医学会総会）で試飲していただいたところ、大変好評で、販売元や
レシピを聞いてくる方たちもおられ、私たちは驚き、また嬉しく思いました。
　これだけ評判が良いのなら、今回だけで終わらせたくないと思い、学生チャレンジ
プロジェクトに応募しました。幸い採用され補助金をいただいたので、試作品をオー
プンキャンパスや大学祭で試飲してもらって感想を聞き、より美味しく、経済性のあ
るものにしていきたいと思っています。将来的には飲料メーカーに持ち込んで、神戸
学院ブランドの健康茶として売れるものに育て上げたいというのが目標です。また、
「枸杞仁」を通じて、苦くてまずい漢方薬というイメージも変えていければ、と思って
います。

▲メンバーの中には救急インストラクターの
　資格をもつ人もいます。
　ユニフォームは自分たちでデザインしました！

薬学部薬学科 2年次生　早戸　    萌さん
薬学部薬学科 2年次生　 大中　佑介さん

現代社会学部社会防災学科2年次生　竹村　一希さん
現代社会学部社会防災学科2年次生　炭谷　恭佑さん

枸杞仁
くこに ん

▲女性の冷え性対策を考えたお茶です。

▲どうしたら子どもたちに関心を持ってもらえるか、
　毎回、反省して工夫を重ねています

く　こ

よくいにんし


